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３ 産業経済 

３－１ 漁業 

寿都町における漁業の歴史は古く、町史によると１６００年代に豊富なニシンを背景に

和人が集落を形成し、住み着いたことが町の始まりとされています。以来、寿都町は漁業

を中心として発展してきました。２００海里問題以降は沿岸漁業へ移行し、比較的穏やか

な寿都湾の特性を活かしたつくり育てる漁業を展開し現在に至ります。近年は、海洋環境

の変化や資源量の減少により漁獲量は減少傾向にありますが、安定した生産の見込める養

殖漁業の拡充や漁獲物の高付加価値化・販路拡大により漁業生産力と漁業所得向上を図っ

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－１－１ 魚種別漁獲量推移【２０１９年 寿都町漁業協同組合調べ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水揚の９０％を魚類が
占めており、中でもほっけ
の水揚が約７０％を占め
ています。それに続いて 
いかなごやさけ、あんこう
などの水揚も目立ちました。  
 水産動物では、いかや 
たこ、貝類ではほたてを 
はじめ、寿かきの水揚が目
立っています。 

■魚種別漁獲量【ｔ/千円】

区分 漁獲量 金額 区分 漁獲量 金額 区分 漁獲量 金額 区分 漁獲量 金額

ほ っ け 2,534.0 102,747 い か 88.0 68,007 ほ た て 16.5 5,795 採藻（ 生） 2.1 2,412

い か な ご 439.0 147,200 た こ 80.4 36,042 か き 14.2 9,063 そ の 他 0.1 87

さ け 241.8 99,389 う に 45.3 81,203 つ ぶ 2.1 823 採藻（ 製） 0 0

あ ん こ う 128.7 43,543 な ま こ 42.4 253,129 あ わ び 0.5 3,027

ぶ り 83.4 26,371 え び 3.0 2,577 ほ っ き 0.2 132

た ら 53.6 2,980 か に 1.5 485 そ の 他 0.1 17

か れ い 39.1 3,301

か す べ 32.9 4,049

そ の 他 26.3 12,003

ひ ら め 22.1 12,147

そ い 19.1 3,158

ま す 18.9 13,156

に し ん 15.9 1,287

め ば る 9.3 985

あ ぶ ら こ 7.1 1,263

か わ は ぎ 1.2 413

さ ば 1.1 31

ふ ぐ 0.4 39

い わ し 0.1 6

すけとうだら 0.1 1

ま ぐ ろ 0.0 0

魚類 水産動物 貝類 海藻類

小計 3,674.1 474,069 小計 260.6 441,443 小計 33.6 18,857 小計 2.2 2,499

【2019年1月～12月】
海藻類魚類 水産動物 貝類
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３－２ 商 業【各年商業統計調査（６月１日現在）人・百万円】 

 商業活動の実態を明らかにするため、商業（卸売業・小売業）を営む全国の商店を対象

に実施している調査の結果です。 

・総従事者数と年間販売額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■分類別事業所数…平成２６年総事業所数４５ 

【内訳 卸売業…９ 小売業（機械器具・飲食品・衣服・自動車・その他）…３６】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■商業【各年商業統計調査　単位：人・百万円】

年次（平成） 16年 19年 26年

総従事者数 236 249 167

年間販売額 4,635 3,726 2,864
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３－３ 工 業【各年工業統計調査（平成１８年～平成２６年：１２月３１日現在、 

平成２９年～：６月１日現在）人・百万円】 

 製造業の実態を明らかにするため、全国の製造業を営む事業所（工場）を対象に毎年実

施している調査の結果です。（平成２０年以外の場合、従業員３人以下の製造所は含まれて

いません） 

 

・製造業事業所数と従業員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造業を営む事業所の約８割が水

産加工業者で、寿都湾で水揚された新

鮮な魚介類をさらにおいしく加工し

て出荷しているんだ。小女子（いかな

ご）を生のまま炊き上げた「生炊きし

らす佃煮」や「ほっけの飯寿し」など

が町を代表する特産品として、全国的

にも好評を得ているよ！ 

※平成２７年工業統計調査については、平成２８年経済センサス活動調査（平成２８年６月１日現在） 
実施のため行われませんでした。 
また、工業統計調査は例年１２月１日現在で実施されておりましたが、調査日を６月１日に変更し 
たため、平成２８年は実施されませんでした。 

■工業【工業統計調査（人・百万円）】

年次（平成） ２０年 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年

事業所数 12 11 11 9 9

従業員数 284 269 263 212 215

製造品出荷額 3,246 3,260 3,047 2,691 2,739

年次（平成） ２５年 ２６年 ２９年 ３０年 ２０１９年

事業所数 9 10 10 10 10

従業員数 212 220 191 190 215

製造品出荷額 2,768 3,025 2,744 2,990 3,200
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３－４ 事業所数 

【各年事業所・企業統計調査（１０月１日現在）経済センサス（６月１日現在）】 

  

事業所の事業活動及び企業の企業活動の実態を明らかにし、施策を進めるため実施され

る調査です。事業所及び企業の産業、従業者規模等の基本的な構造を調査したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４・２６・２８年は経済センサス基礎及び活動調査を出典としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■産業分類別事業所数

年次＼分類 農林漁業 鉱　業 建設業 製造業 電気・ガス・水道業 運輸業

平成２１年 7 - 25 18 3 8

２４年 6 1 21 15 2 7

２６年 8 - 18 15 4 6

２８年 8 - 16 15 - 5

年次＼分類 卸売・小売・飲食業 金融・保険業 不動産業 サービス業 総数

平成２１年 60 5 3 96 225

２４年 55 4 2 83 196

２６年 53 3 2 104 213

２８年 49 1 2 79 175

0 20 40 60 80 100 120
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業種
各年業種別事業所

平成２１年

２４年

２６年

２８年
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３－５ 農 業 

農業経営体については、各年農林業センサス（農林業の生産構造、農業・林業生産の基

礎となる諸条件等を総合的に把握することにより、基本構造の現状と動向を明らかにし、

農林業施策等に関して行う諸統計調査に必要な基礎資料を整備することを目的に５年に１

回実施）によって調査した数字になります。品目別収穫量については、ＪＡで取り扱って

いる寿都産農産物の中でも収穫量の多いものを取り上げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体的に見て安定して収

穫があるのは、馬鈴薯と 

なっており、平成３０年で

は、２２９．６ｔの収穫が

あります。 

漁業とともに寿都町を支

える産業として発展するこ

とが期待されます。 

 

■農業経営体

第1種 第2種

平成17年 75 28 14 2 12 76.5 6.9 69.6

22年 27 14 7 5 13 7.2 0.5 6.7

27年 15 11 7 2 6 4.2 0.2 4.0

【各年農林業センサス　単位：経営体、ha】

販売農家

耕地面積農家数

兼業
総数 専業 田総面積

年次
畑

■品目別収穫量（ＪＡ取扱分）【各年1月～12月　単位：ｔ・万円（肉牛については頭）】

収穫量 金額 収穫量 金額 収穫量 金額

馬鈴薯 187.2 786 169.4 649 237.3 1,073

長芋 1.2 21 4.7 83 3.8 64

グリーンアスパラ 1.5 94 2.2 175 1.4 103

いちご - - - - - -

肉牛 31頭 1,721 26頭 1,672 33頭 2,378

収穫量 金額 収穫量 金額

馬鈴薯 223.3 732 229.6 837

長芋 6.1 104 0.7 12

グリーンアスパラ 1.0 88 1.3 113

いちご - - - -

肉牛 30頭 2,243 30頭 2,172

2７年
品目

2６年

品目

2８年

2９年 30年

馬鈴薯

579

グリーン

アスパラ

81

令和元年(２０１９年) 品目別金額【万円】

馬鈴薯

グリーンアスパラ


